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禅

の

「
笑

い
」

1

そ
の
本
質
と
現
象
ー

は
じ
め
に

、
向
上

の

「笑
い
」

ー
摩
詞
迦
葉
-

二
、
原
初

の

「笑
い
」

1
百
丈
懐
海
ー

三
、
慈
悲

の

「笑
い
」

1
巌
頭
全
歳
i

四
、
開
悟

の

「笑
い
」
と
悟
後
の

「笑
い
」

1
香
厳
智
閑
-

五
、
主
客
未
分
の

「笑

い
」

1
仰
山
慧
寂
お
よ
び
薬
山
惟
假

お
わ
り
に

安

永

祖

堂
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は
じ
め
に

禅
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ

ッ
ク
は
、
と
も
に
そ
の
修
道
生
活
に
於
て
、
原
則
と
し
て
、
「笑
い
」
が
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。

現
今

、
日
本

の
臨
済
宗
叢
林
に
於
て
、
統

一
さ
れ
た
規
則
こ
そ
な
い
が
、
雨
安
居
、
雪
安
居
の
結
制
に
当

っ
て
読

み
上
げ
ら
れ
る
規
定

に
、
「高
談
戯
笑
を
禁
ず
」
と
い
う

一
節
の
な

い
叢
林
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

同
様

に
、
現
在
西
欧
の
カ
ト
リ

ッ
ク
修
道
院
生
活
が
拠

っ
て
い
る

「ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
会
則
」
(修
道
院
制
度

の
創
設
者
で
あ
る

ヌ
ル
シ

ア
の
べ
ネ
デ
イ
ク
ト
ウ

ス
の
定
め
た
も
の
)
で
も
、
修
道
士
に
対
し
て

「空
虚
な
言
葉
や
笑
い
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
事
柄
を
口
に
し
な

　

い
こ
と
、
大
笑
や
高
笑
を
好
ま
ぬ
こ
と
」
を
命
じ
て
い
る
。

し
か

し
な
が
ら

「笑
い
」
の
否
定
だ
け
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
説
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
唯

一
の
在
り
方
で
は
な

い
。
イ

エ
ス
は
言
う
。
「今

泣

い
て
い
る
人
々
は
幸

い
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
は
、
笑
う
よ
う
に
な
る
」

(ル
カ
六

・
二
十

一
)
。
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
見
て
も
、
「笑

　

い
」
に

つ
い
て
積
極
的
評
価
は
そ
の
時
代
や
、
社
会
状
況
に
よ
り
変
化
し
な
が
ら
、

い
ま
も
ま
た
変
化
し

つ
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

「笑
い
」

の
肯
定
は
、
禅
に
あ

っ
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

「寒
山
拾
得
図
」

の
モ
チ
ー
フ
に
象
徴
さ
れ

る
が
如
く
、
禅
は
か
え

っ
て

「喚
笑
」

の
宗
教
で
あ
る
と
さ
え
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
な
が
ら
禅
籍
祖
録

の
中

に
は
、
様
々
な
禅
の

「笑
い
」
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

た
と
え
ば

『
五
灯
会
元
』
に
は
、
「呵
呵
大
笑
」
、
「笑
」
、
「晒
」
、

「哩
」
な
ど
、
笑
い
に
関
連
す
る
語
が
八
十
五
箇
所
も
頻
出
し
、
そ
の

う
ち
禅
者
が
問
答
商
量
な
ど
に
於
い
て

「笑
う
」
事
例
が
七
十

一
例
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
(注
③
の
引
用
例
を
参
照
。)

そ
れ
ら
禅
者
達
の

「笑

い
」
を
通
覧
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
禅
者
が
い
か
な
る
揚
合
に
、

い
か
な
る
理
由
に
よ

っ
て
笑

っ
た
か
と

い
う
点

に
於

い
て
、
い
わ
ゆ
る
禅
の

「笑
い
」
と

い
う
も
の
に
共
通
す
る
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

拙
論

で
は
、
特
に
摩
詞
迦
葉
、
百
大
懐
海
、
巌
頭
全
震
、
香
厳
智
閑
、
仰
山
慧
寂
、
薬
山
惟
假
の

「笑
い
」
を
採
り
あ
げ

て
、
禅
の

「笑

い
」
に
通
底
す
る

一
般
性
、
お
よ
び
そ
の
本
質
的
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た

い
。
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一
、
向
上
の

「笑
い
」

1
摩
詞
迦
葉
ー

『
大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
』
拮
華
品
第
二
に
見
え
る
摩
詞
迦
葉
の

「笑
い
」
は
、
た
と
え
ば

『
五
灯
会
元
』
巻

一
、
繹
迦
牟
尼
佛
章
に

見
え
、
ま
た

『無
門
関
』
に
も
第
六
則
の
話
頭
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
採
用
さ
れ

て
い
る
。

六
、
世
尊
拮
花

、

世
尊
、
昔
、
霊
山
会
上
に
在

っ
て
花
を
拮
じ
て
衆
に
示
す
。
是

の
時
、
衆
皆
な
黙
然
た
り
。
惟
だ
迦
葉
尊
者
の
み
破
顔
微
笑
す
。
世

尊

云
く
、

「吾
に
正
法
眼
蔵
、
浬
契
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
の
法
門
有
り
。
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
、
摩
詞
迦
葉
に
付
嘱
す
」
。

伝
統
的
解
釈
に
よ
れ
ば
、
迦
葉

の
破
顔
微
笑
は
、
花
を
さ
し
出
し
た
世
尊
の
意
思
を
、
迦
葉
が
無
言
の
う
ち
に
了
解
し
た

「笑
い
」
で

あ
り
、
そ
れ
は
禅

の
伝
達
の
本
質

で
あ
る
以
心
伝
心
の
場
面
を
示
す
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
迦
葉

の

「笑
い
」
は
、
た
だ
に
そ
れ
だ
け

の

「笑
い
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
無
門
慧
開

(
一
一
八
三
-

一

二
六
〇
)
の
評
に
、

黄

面
の
程
曇
、
傍
若
無
人
。
良
を
圧
し
て
賎
と
為
し
、
羊
頭
を
懸
げ
て
狗
肉
を
売
る
。
将
に
謂
え
り
多
少
の
奇
特
と
。

と
あ

る
よ
う
に
、
無
門
慧
開
は
世
尊
よ
り
更
に

一
段
高

い
立
場
に
立

っ
て
、
世
尊
を
さ
え
批
評
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
実
は
こ
の
無
門

慧
開

の
姿
勢
は
、
す
で
に
迦
葉

の

「笑
い
」
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
迦
葉
は
世
尊
の
意
思
を
勘
破

(『碧
巌
録
』
第
四

則
、
雪
寳
重
顕
の
著
語
)
す
る
と
同
時
に
、
「笑
破
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

迦
葉

は
、
世
尊

の
真
意
を
見
破
し
た
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
世
尊
よ
り
高

い
立
場
か
ら
こ
れ
を
笑
破
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
迦
葉
の

「笑

い
」
に
は
、
「笑
い
」
を
も
超
え
る

「向
上
の
笑
い
」
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
高
次
の

「笑

い
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
筆
者
が

「向
上
の
笑

い
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
従
上
の
仏
祖
の
境
位
を
さ
ら
に
超
え
出
た
時
に
、
お
の
ず
か
ら
発
せ
ら
れ
る

「笑

い
」
を
意
味
し
て
い
る
。
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迦
葉

は
世
尊
そ
の
人
を
、
或
は
ま
た
花
を
拮
じ
る
と
い
う
世
尊

の
行
為
を
も
笑

っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
を
措

い

て
は
表
現
や
伝
授
と
い
う

こ
と
が
な
さ
れ
得
な
い
仏
法
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
ま
で
も
こ
れ
を
笑

い
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
仏
法
に
対
峙

し
た
瞬
間
に
笑
わ
ざ
る
を
え
な
い
自
己
そ
の
も
の
を
も
、
自
笑
し
て
い
る
。

キ
リ

ス
ト
教
に
あ

っ
て
は
、
「笑
い
」
は
、
漬
聖
的
で
侵
犯
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
「笑
い
」
を
悪
魔
的
な
も
の
を
追

い
払
う

手
段
と
考
え
た
ト

マ
ス

・
モ
ア
や
ル
タ
ー
は
、
例
外
で
あ
る
。
(『笑
い
の
本
質
に
つ
い
て
』
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
『
フ
ロ
イ
ト
と
機
知
』サ
ラ

.

コ
フ
マ
ン
を
参
照
。)

神
を
笑
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
神
を
笑
う
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
世
界
は
再
び
カ
オ
ス
を
迎
え
る
。

ス
コ
ラ
神
学
に
あ

っ
て
は
、
悪

魔
を
笑
う
こ
と
も
許
さ
れ
な

い
。
悪
魔

へ
の
恐
れ
が
な
け
れ
ば
、
神
は
も
は
や
必
要
と
さ
れ
な
い
。

「笑
い
」
は
恐
れ
を
な
く
す
。
恐
れ
な

く
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

し
か

し
、
禅
に
あ

っ
て
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な

「笑
い
」

の
漬
神
性
、
漬
聖
性

つ
ま
り
は
、
漬
仏
性
、
漬
悟
性
を
十
二
分
に
知
悉
し

て
、
禅
者
は
巧
妙
か

つ
積
極
的
に
こ
れ
を
利
用
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
「超
仏
越
祖
」
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
「笑
い
」
は
格
好

の
手
段
と
な
る
。

そ
の
意
味
に
於
い
て
、
禅
に
於
け
る

「向
上
の
笑

い
」
は
、
単
に
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い
う

「優
越

の
笑
い
」
で
も
な
け
れ
ば
、
パ

ニ
ョ
ル

の

「勝
利
の
笑

い
」
で
も
な

い
。
禅
の

「笑
い
」
は
、
両
刃
の
剣
な
の
で
あ
る
。
向
上
の
立
場
に
あ

っ
て
笑
う
主
体

に
な

っ
た
そ
の
瞬
間

に
、
自
ら
も
ま
た

「笑
い
」

の
対
象
に
成
り
下
が
る
の
で
あ
る
。
自
ら
を
鼻
持
ち
な
ら
ぬ
野
狐
禅
、
禅
天
魔
と
し
て
嘲
笑
す
る
。
そ
れ
す

ら
恐
れ
ず
敢
え
て
笑
う
と

こ
ろ
に
、
禅
者

の
大
慈
大
悲

の
血
滴

々
を
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
迦
葉

の

「笑

い
」
は
、

「以
心
伝
心
の
笑
い
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
「向
上
の
笑

い
」
で
も
あ
る
。
ま
た
、
「笑
破
」
す

る
と
同
時
に

「笑
破
」
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
於

い
て
は
、
ウ

ロ
ボ

ロ
ス
的

「笑
い
」
で
も
あ
る
。

前
述

の
如
く
、
こ
の

一
場
の
付
法
劇
は
、
『大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
』
と
い
う
偽
経
に
そ
の
出
典
を
持

つ
。

一
体
何
故
こ
の
偽
経
の
作
者
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は
こ
の
よ
う
な
付
法
劇
に
よ

っ
て
迦
葉
を
笑
わ
せ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
瞬

間
、
こ
の
作
者
の
顔

の
な
い
、

口
の
な
い

「笑
い
」
が
響
き
わ
た
る
。
萬
華
鏡
の
硝
子
板
の
如
き
偽
経
の
作
者

の

「笑
い
」
に
包
ま
れ
た
中
で
、
迦
葉

の

「笑

い
」
が
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
る
。
そ
れ
を
覗
き
こ
も
う
と
す
る
者
は
、
た
ち
ま
ち
そ
の
無
底
の
陥
穽
に
突
き
落
と
さ
れ

て
し
ま
う
の

で
あ
ろ
う
。

二
、
原
初

の

「笑
い
」

1
百
丈
懐
海
1

『
五
灯
会
元
』
巻
三
、
百
丈
懐
海

(七
四
九
ー
八

一
四
)
章
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

師
、
馬
祖
に
侍
し
て
行
く
次
で
、

一
畢
の
野
鴨

の
飛
び
過
ぐ
る
を
見
る
。
祖
曰
く
、
是
れ
什
塵
ぞ
。
師
曰
く
、
野
鴨
子
。
祖
曰
く
、

甚
庭
に
か
去
る
。
師
曰
く
、
飛
び
過
ぎ
去
れ
り
。
祖
、
遂
に
師
の
鼻
を
把
ん
で
紐
る
。
負
痛
失
聲
す
。
祖
曰
く
、
又
た
飛
び
過
ぎ
去

れ
り
と
道
う
。
師
、
言
下
に
省
有
り
。
待
者
寮
に
却
帰
り
、
哀
哀
と
大
実
す
。
同
事
問
う
て
曰
く
、
汝
、
父
母
を
憶
う
や
。
師
曰
く
、

無
。
曰
く
、
人
に
罵
ら
れ
し
や
。
師
曰
く
、
無
。
日
、
実
す
る
は
甚
麿
と
作
て
か
。
師
曰
く
、
我
が
鼻
孔
大
師
に
托
得
ら
れ
て
痛
不

徹
。
同
事
曰
く
、
甚

の
因
縁
有

っ
て
か
契
わ
ざ
る
。
師
曰
く
、
汝
、
和
尚
に
問
取
し
去
れ
。
同
事
、
大
師
に
問
う
て
曰
く
、
海
待
者

は
何
の
因
縁
有

っ
て
か
契
わ
ず
し
て
、
寮
中
に
在

っ
て
実
す
る
や
。
和
尚
に
告
う
、
某
甲
が
為
に
説
け
。
大
師
曰
く
、
是
れ
伊
會
せ

り
、
汝
自
ら
他
に
問
取
せ
よ
。
同
事
、
寮
に
鶴

っ
て
曰
く
、
和
尚
道
え
り
、
汝
會
せ
り
と
。
我
を
し
て
自
ら
汝
に
問
わ
し
む
。
師
乃

ち

呵
呵
大
笑
す
。
同
事
曰
く
、
適
來
は
突
せ
し
に
、
如
今
甚
と
為
て
か
却

っ
て
笑
う
。
師
曰
く
、
適
來
は
実
し
、
如
今
は
笑
う
。
同

事
、
岡
然
た
り
。

「百
丈
野
鴨
子
」
の
公
案

(『碧
巌
録
』
第
五
十
三
則
)
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
の
前
半
で
は
、
百
丈
は
馬
祖
に
鼻

を
ね
じ
り
上
げ
ら
れ

て
大
悟
し
た
因
縁
を
伝
え
る
。
本
来
の
面
目
が
馬
祖
に
ね
じ
り
上
げ
ら
れ
て
、
百
丈
の
実
存
が
地
軸
を
揺
る
が
し
て
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
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「哀
哀

大
実
」
と

「呵
呵
大
笑
」

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
効

い
て
い
る
後
半
部
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

待
者
寮
に
帰

っ
て
激
し
く
泣

い
て
い
た
百
丈
に
同
役
の
者
が
問
い
を
重
ね
、
更
に
馬
祖
の
言
葉
を
伝
え
る
と
、
「適

來
は
実
し
、
如
今
は

笑
う
」
。
と
な
る
。

「歓

び
」
と

「笑

い
」
と
は
峻
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「歓
び
」
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
様
々
な
形

を
と

っ
て
顕
れ
る
と
い
う
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
考
え
は
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
正
し
い
。

で
は
、
百
丈

の

「哀
哀
大
突
」
と

「呵
呵
大
笑
」
は
、
「歓
び
」
の
表
現
、
情
的
対
処
の
方
向
性
の
違
い
に
す
ぎ
な

い
と
解
釈
し
て
よ

い

か
と
な

る
と
疑
問
が
残
る
。
百
丈
は
馬
祖
の
言
葉
に
反
作
用
し
て
笑

っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も

「笑

い
」
の
原

動
力
は
笑
う
者
の
裡

に
あ
り
、
「笑

い
」
の
対
象
の
裡
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
「呵
呵
大
笑
」
は
、
「哀
哀
大
笑
」
の
メ
タ

モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

で
あ
り
、
百
丈
の
裡

に
あ
る
本
質
に
は
何

の
変
化
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
ジ

ョ
ン

・
デ

ュ
ー
イ

(
一
八
五
九
-

一
九
五
二
)
は
、
そ
の
著

『経

験
と
教
育
』
に
於

い
て
次

の
よ
う
に
言
う
。

経
験
と
は
単
に
人
に
起

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
人
が
出
会

っ
た
事
柄
す
べ
て
に
対
す
る
そ
の
人
の
意
識
的
な
理
解
と
対
処
で
あ
る
。

キ
リ

ス
ト
教
神
秘
主
義
の

「な

っ
た
」
と
、
禅
仏
教

の

「だ

っ
た
」
の
表
現

の
違

い
で
あ
る
。
合

一
体
験
に
あ

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
神
秘

主
義
者

は
、
神
と

一
つ
に
な

っ
た
と
言
う
。
禅
者
は
、
仏
と

一
つ
だ

っ
た
と
言
う
。
合

一
体
験
は
、
宗
教
的
自
我
と

い
う
ブ
イ
ル
タ
ー
を

再
び
通

過
し
て
追
証
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。

経
験

の
素
体
、
原
経
験
の
段
階
に
於
い
て
は
、
経
験
は
経
験
と
呼
ば
れ
る
こ
と
す
ら
拒
絶
す
る
。
そ
れ
は
禅
に
あ

っ
て
は
、
大
悟
の
瞬

間
、
禅
的
安
心
の
極
地
、
歓
喜

の
時

で
も
あ
る
。
そ
の
瞬
間
に
あ

っ
て
は
歓
喜
と

い
う
表
現
す
ら
す
で
に
副
次
的
で
あ

る
。

原
悟
体
験
か
ら
派
生
し
て

「哀
哀
大
実
」
、
さ
ら
に

「呵
呵
大
笑
」
と
い
う
の
で
は
な

い
。
す
で
に
原
悟
体
験
に
あ

っ
て

「哀
哀
大
笑
」

で
あ
り

「呵
呵
大
笑
」
な
の
で
あ
る
。
故
に

「哀
哀
大
笑
」
と

「呵
呵
大
笑
」
は
、
歓
喜
を
蝶
番
に
し
て
回
転
し
あ

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
禅
の
歓
喜

の

「笑
い
」
を

「原
初

の
笑
い
」
と
呼
ぶ
。
静
的
か

つ
動
的

で
あ
り
、
超
空
間
的

で
あ

っ
て
超
時
間
的
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で
あ
る
。
無
邪
気
に
笑
う
分
別
以
前
の
新
生
児
の

「笑
い
」
、
生
命

の
よ
ろ
こ
び
、

「笑

い
」
は
、
こ
の

「原
初
の
笑

い
」
の
事
後
に
形
成
さ
れ
る
。

い
の
ち
の
弾
け
る

「笑

い
」
で
あ

る
。
す

べ
て
の
禅

の

三
、
慈
悲
の

「笑
い
」

1
巖
頭
全
磯
1

『
五
灯
会
元
』
巻
七
、
巖
頭
全
歳
章
の
巖
頭
全
謡

(八
二
入
-
八
八
七
)
の
二
例
目
の

「笑

い
」
を
見
て
み
よ
う
。

僧
に
問
う
、
甚
庭
よ
り
來
る
。
曰
く
、
西
京
よ
り
來
た
る
。
師
曰
く
、
黄
巣
過
ぎ
し
後
、
還
た
劒
を
収
得
せ

し
や
。
曰
く
、
収
得

せ
り
。
師
、
頸
を
引
べ
て
近
前
し
て
曰
く
、
圃
。
曰
く
、
師
の
頭
落
ち
ぬ
。
師
、
呵
呵
大
笑
す
。

『碧

巌
録
』
第
六
十
六
則
に
収
め
る
こ
の
巖
頭

の

「笑

い
」
と
は
如
何
な
る

「笑
い
」
か
。
『
碧
巌
録
』
本
則
の
園
悟
克
勤

(
一
〇
六
三
ー

一
=
二
五
)
の
評
唱
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

巌
頭
大
笑
す
る
は
、
他

の
笑
中
に
毒
有
り
。
若
し
人
の
辮
得
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
天
下
に
横
行
せ
ん
。

園
悟

に
よ
れ
ば
、
巖
頭
の

「呵
呵
大
笑
」
に
は
毒
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ス
ウ

ィ
フ
ト
的
な
啖
笑
で
は
な
く
、
禅
独
特
の

毒
を
も

つ

「笑
い
」
で
あ
る
。
禅
に
参
じ
よ
う
と
い
う
程

の
人
な
ら
ば
、

一
度
は
こ
の
毒
に
当
た

っ
て
大
死

一
番
、
さ
ら
に
大
活
現
前
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「笑
い
」
そ
の
も
の
が

「祖
師
の
関
」
で
あ
り
、
巖
頭
の

「笑

い
」
こ
そ
は
、
そ
の
よ
う
な
作

意
を
含

む

「笑
い
」
で
あ
る
。

巖
頭

の
毒
あ
る

「笑
い
」
は
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
相
手
の
僧
の
愚
か
さ
を
笑

っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
実
際

は
こ
の
僧
を
悟
ら
せ

よ
う
と

し
て
い
る
慈
悲

の

「笑

い
」
で
も
あ
る
。

そ
れ

は
毒

の
あ
る

「笑
い
」
で
あ
り
、
北
魏

(五
世
紀
頃
)
か
ら
、
随

・
唐

(七
世
紀
頃
)
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
仏
像
群

の
口
辺
に

浮
か
ぶ

「ア
ル
カ
イ

ッ
ク

・
ス
マ
イ
ル
」
の
よ
う
な
穏
や
か
な
微
笑
で
は
な

い
。
む
し
ろ
デ

イ
モ
ニ
ア
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
れ
を
言
う

の
が
、
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次
に
見
る
園
悟

の
頒
の
評
唱
で
あ
る
。

這
箇

の
些
子
、
天
下
の
人
模
索
不
著
。
且
道
、
他
箇

の
什
塵
を
か
笑
う
。
須
是
ら
く
作
家
に
し
て
方
め
て
知

る
べ
し
、
這
の
笑
中

に
権
有
り
実
有
り
、
照
有
り
用
有
り
、
殺
有
り
活
有
る
こ
と
を
。

園
悟
に
よ
れ
ば
巖
頭
の

「笑
い
」

の
中
に
は
、
洞
察
が
あ
り
、
働
き
が
あ
り
、
殺
活
自
在
の
方
便
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
大
機
大
用
を

含
ん
だ
複
雑
な

「笑
い
」
は
、
達
道

の
人
で
な
く
て
は
わ
か
る
ま
い
と
言
う
。

「笑
面
は
慈
悲
に
当
り
、
苦
心
は
悪
毒
を
含
む
」
(『
中
峰
広
録
』
九
)

の

一
句
が
、
ま
さ
に
巌
頭
の

「笑

い
」
が
、
単
に
制
裁

の

「笑

い
」
や
嘲
笑
で
な

い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

四
、
開
悟
の

「笑
い
」
と
悟
後
の

「笑
い
」

1
香
厳
智
閑
ー

『
伝
灯
録
』
巻
十

一
、
香
厳
智
閑
伝
に
見
え
る
香
厳
智
閑

(?
1
八
九
八
)
の

「笑

い
」
は
ど
う
か
。

南
陽
に
抵
り
、
忠
國
師
の
遺
跡
を
観
、
遂
に
憩
止
す
。

一
日
、
因
み
に
山
中
に
草
木
を
蔓
除
す
る
に
、
瓦
礫
を

以
て
竹
を
撃

っ
て

聲
を
作
す
。
俄
か
に
失
笑
す
る
間
、
廓
然
と
し
て
省
悟
す
。

「俄
か
に
失
笑
す
る
間
」
、
思
わ
ず
笑

っ
て
し
ま
う
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。

ハ
ロ
ル
ド

・
ニ
コ
ル
ソ
ン

(
一
八
八
六
-

一
九
四
七
)
に
、

「笑

い
に

つ
い
て
の
四

つ
の
主
要
な
公
理
」
が
あ
る
。
公
理
の

一
は
、
自
負

心
の
理
論
。
二
は
、
下
降
的
不
調
和
の
理
論
。
三
は
、
束
縛
か
ら

の
解
放
の
理
論
。
四
は
、
自
由
な
活
動
に
対
立
す
る
も

の
と
し
て
の
機

　

械
的
動
作
の
理
論
で
あ
る
。

公
理

の
二
、
下
降
的
不
調
和
の
理
論
を
支
え
る
の
は
、

ハ
ー
バ
ー
ト

・
ス
ペ
ン
サ
i

(
一
八
二
〇
i

一
九
〇
三
)

の

「意
識
が
大
き
な

事
柄
か
ら
小
さ

い
事
柄

へ
思

い
が
け
な
く
移
行
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
つ
ま
り
我
々
が

〈下
降
的
不
調
和
〉
と
呼
ぶ
も

の
が
生
じ
た
場
合
に
、
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笑
い
を
生
じ
る
」
と
い
う
主
張
。
或
い
は
カ
ン
ト

(
一
七
二
四
-

一
八
〇
四
)
の

「笑
い
は
、
張
り
切

っ
た
期
待
が
突
然
に
無
に
変
る
と

き
に
生
じ
る
あ
る
種
の
感
情
」
と
い
う
定
義
。
ま
た
リ

ッ
プ
ス

(
一
八
五

一
ー

一
九

一
四
)

の

「笑
い
は
、
深
い
意

味
を
も

っ
た
、
も
と

は
感
動
的
な
あ
る
も
の
が
、
突
如
と
し
て
そ
の
意
味
や
感
動
的
な
も
の
を
失

っ
た
と
き
に
生
じ
る
」
、
と
い
う
解
釈
な
ど
で
あ
る
。

潟
山

で
縁
が
契
わ
ず
、
慧
忠
国
師
の
塔
所
に
あ

っ
た
香
厳
は
、
竹
を
撃

っ
た
声
に
よ

っ
て
思
い
が
け
な
く
突
然
に
開
悟
し
た
。
そ
の
瞬

間
、
彼

の
無
限
の
苦
悩
は
、
あ

っ
け
な
く
崩
れ
落
ち
た
の
で
あ
る
。
そ
の
瞬
間
の
香
厳
の
心
情
は
、
大
愚
の
下
で
発

し
た
臨
済

の

「元
来

黄
奨

の
仏
法
多
子
無
し
」
と
い
う
叫
び
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
入
矢
義
高
氏
は
言
う
。

無
多
子
と
は
、
あ
れ
や

こ
れ
や

の
面
倒
な

こ
と
は
な
い
。
端
的
で
あ
る
。
従
来

の

「大
し
た
こ
と
は
な

い
」
「
た
わ
い
も
な

い
」
と

解
す
る
の
は
誤
り
。

(岩
波
文
庫
本

『臨
済
録
』

一
八
三
頁
)

し
か
し
、
従
来
の

「大
し
た
こ
と
は
な

い
」
と

い
う
解
釈
が
長
く
支
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、
そ
れ
が
禅
者
の
心
情

に
あ
ま
り
に
合
致
す

る
か
ら

で
あ
る
。

故
に
、
香
厳

の
失
笑
に
は
、
下
降
的
不
調
和
の

「笑
い
」
の
側
面
が
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
そ
の

「笑
い
」
は
、
決
し
て
開
悟

の

「笑

い
」
で
は
な

い
。
そ
れ
は
す
で
に
反
省
的
な
悟
後

の

「笑
い
」
で
あ
る
。

禅
者
が
全
身

一
箇
の
大
疑
団
と
な

っ
て
悩
み
、
有
限
相
対
の
縛
を
切

っ
た
時
点
に
起
る

「笑
い
」
は
、
す
で
に
認
識
論
的
な

「笑
い
」

で
あ
り
、
見
性
開
悟
の
端
的

の

「笑

い
」
で
は
な
く
、
二
次
的
、
副
次
的
な

「笑
い
」
で
あ
る
。

開
悟

の
瞬
間
、
香
厳

の
場
合
で
は
、
瓦
礫
が
竹
を
撃

っ
た
瞬
間
、
そ
の
刹
那
に
香
厳

の
本
来
の
自
己
が
瓦
礫
に
撃

た
れ
て
い
る
。
そ
の

時
に
香
厳
の
唇
を
緩
ま
せ
た

「笑
い
」
に
は
、
分
別
の
余
地
す
ら
無
い
。
そ
れ
が
開
悟
の

「笑
い
」

で
あ
り
、
悟
後

の

「笑

い
」
が
続
い

て
思
わ
ず
洩
れ
る
。

開
悟

の

「笑
い
」
と
悟
後
の

「笑
い
」
と
の
問
に
は
、
時
間
的
な
経
過
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
「俄
か
に
失
笑
す
る
間
、
廓
然
と
し

て
省
悟
す
」
の

一
節
の

「問
」
の

一
字

の
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。
失
笑
す
る

「前
」
で
な
く
、
失
笑
す
る

「時
」
で
な
く
、
失
笑
す
る

「後
」
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で

な

く

、

失

笑

す

る

「間

」

な

の
だ

。

な

お

香

厳

の

「笑

い
」

に

関

し

て

は

、

る

。

西
村
恵
信
氏
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

(『
己
事
究
明
の
思
想
と
方
法
』
四
六
八
頁
参
照
。)

五
、
主
客
未
分
の

「笑

い
」

1
仰
山
慧
寂
と
薬
山
惟
傲
1

『
五
灯
会
元
』
巻
十

一
、
三
聖
慧
然
章
の
仰
山
慧
寂

(八
〇
七
ー
八
八
三
)
の

「笑
い
」
は
、
『碧
巖
録
』
第
六
十

八
則
に
引
か
れ

て
い

挙
す
。
仰
山
、
三
聖
に
問
う
、
汝

の
名
は
什
麿
ぞ
。
〔名
実
相
奪
う
。
賊
に
勾
り
て
家
を
破
ら
る
。〕
聖
云
く
、
慧
寂
。
〔舌
頭
を
坐

断
す
。
旗
を
奪
り
鼓
を
奪
う
。
〕
仰
山
云
く
、
慧
寂
は
是
れ
我
な
り
。
〔各
自
に
封
彊
を
守
る
。〕
聖
云
く
、
我
が
名
は
慧
然
。
〔闊
市

裏

に
奪
い
去
る
。
彼
此
却

っ
て
本
分
を
守
る
。
〕
仰
山
、
呵
呵
大
笑
す
。

〔是
れ
箇

の
時
節
と
謂
う
べ
し
。
錦
上

に
花
を
鋪
く
。
天
下

の
人
落
処
を
知
ら
ず
。
何
故
ぞ
。
土
嘘
く
人
稀
に
し
て
、
相
逢
う
者
少
な
し
。

一
に
巌
頭
の
笑
う
に
似

て
、
又
た
巌
頭
の
笑
う
に
非

ず

。

一
等
く
是
笑
う
に
、
為
什
塵
に
か
却

っ
て
両
段
と
作
る
。
具
眼

の
者
は
始
み
に
定
当
し
看
よ
。〕

園
悟

の
下
語
に
言
う
。

一
に
巌
頭
の
笑
う
に
似
て
、
又
た
巌
頭
の
笑
う
に
非
ず
。

仰
山

の

「笑
い
」
は
、
先

の
巌
頭
の

「笑
い
」
に
似

て
は
い
る
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
同
じ
で
は
な

い
。
巌
頭

の

「笑
い
」
は
、
相
手
の

僧
の
愚
か
さ
を
笑

っ
て
い
る
よ
う
で
、
な
お
僧
を
悟
ら
せ
よ
う
と
い
う
禅
者

一
流
の
慈
悲

の
あ
ら
わ
れ
と
も
言
う

べ
き
、
毒

の
あ
る
作
為

の

「笑

い
」
と
い
う
趣
き
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
仰
山
の

「笑
い
」
に
い
た

っ
て
は
、
巌
頭
の
毒
あ
る
作
為

の

「笑

い
」
を
超
え
た

「笑

い
」
が
、
別
の
次
元
に
大
き
く
響
き
わ
た

っ
て
い
る
。
『碧
巌
録
』
本
則
、
園
悟

の
評
唱
に
は
以
下
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

這
箇
の
笑

い
は
巌
頭
の
笑
い
と
同
じ
か
ら
ず
。
巌
頭
の
笑

い
は
毒
薬
有
り
、
這
箇

の
笑
い
は
、
千
古
万
古
、
清
風
凛
凛
地
な
り
。
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巌
頭
と
仰
山
と
両
者
の

「笑
い
」
の
対
象
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
仰
山
の

「笑
い
」
が
巌
頭
の

「笑

い
」
と
質
的

に
異
な
る
理
由
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

「笑

い
」
の
対
象

の
人
物
の
優
劣
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
巌
頭
の

「笑
い
」
は
未
熟
な
僧

に
対
し
て
い
る
。
し

か
し
、
仰
山

の

「笑
い
」
は
、
得
道
の
人
三
聖
に
対
し
て
い
る
。
さ
ら
に
仰
山
の

「笑
い
」
は
必
ず
し
も
三
聖
を
意

識
し
て
い
な

い
。
そ

の
必
要
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
仰
山
も
三
聖
も
大
悟
徹
底
の
禅
者
、
知
音
同
志
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
二
人
は
と
も
に

同
じ
世
界
に
遊
ん
で
い
る
。

『
華
厳
経
』
の
タ
ー
ミ
ノ

ロ
ジ
ー
を
用
い
れ
ば
、
人
人
無
擬
法
界
に
適
遥
し
て
い
る
。
唯
仏
與
仏
が
、
唯
笑
與
笑
と
な

っ
て
い
る
。
仰

山
の

「笑
い
」
は
、
三
聖
に
共
鳴
し
て
い
る
。
こ
の

「笑
い
」
を

「主
客
未
分

の
笑
い
」
と
呼
ぶ
。
「主
客
未
分
の
笑

い
」
と
は
、
笑
う
主

体
と
笑
わ
れ
る
客
体
と
に
分
れ
る
以
前

の
世
界
の

「笑
い
」
を

い
う
。

西
洋

に
於
け
る

「笑
い
」
の
理
論
的
遺
産
は
、
お
お
よ
そ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
理
論
と
優
越
の
理
論

の
二
つ
に
分
類

で
き
る
。
メ
ン
デ

ル

ス
ゾ
ー

ン

(
一
七
二
九
ー

一
七
入
六
)

の

「完
全
と
不
完
全
」
、
レ
ッ
シ
ン
グ

(
一
七
二
九
i

一
七
八

一
)

の

「美
と
醜
」、
ジ

ャ
ン

・
パ

ウ
ル

(
一
七
六
三
ー

一
八
二
五
)
の

「無
限
な
理
念
と
有
限
な
世
界
」
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ェ
ル

(
一
七
八
八
ー

一
八
六
〇
)
の

「概
念
と

実
際
」
、
リ

ッ
プ

ス

(前
出
)
の

「大
な
る
期
待
と
小
な
る
現
実
」
、
こ
れ
ら

の
両
者
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
於
い
て

「
笑
い
」
を
説
明
し
よ

う
と
す
る
の
が
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
理
論
で
あ
る
。

ホ

ッ
ブ

ス

(
一
五
八
八
i

一
六
七
九
)
の

「突
然
に
生
じ
た
優
越
」
、
パ

ニ
ョ
ル

(
一
八
九
五
i

一
九
七
四
)
の

「勝
利
の
凱
歌
」、
ベ

ル
ク
ソ
ン

(
一
八
五
九
ー

一
九
四

一
)

の

「機
械
化
さ
れ
た
個
人
に
対
す
る
社
会
の
制
裁
」
な
ど
、
対
象
に
対
し
て
の
己
の
優
越
と
い
う

　

考
え
を

「笑

い
」
の
理
論
の
基
礎
に
お
く
の
が
優
越

の
理
論
で
あ
る
。

い
つ
れ
に
せ
よ
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
理
論
で
は
二

つ
の
笑
い
の
対
象
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
優
越
の
理
論

で
は
、
笑
う
主
体
と

笑
わ
れ
る
客
体

の
二
つ
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。

「

こ
れ
ら
の
二
元
的
理
論
で
は
、
禅
の

「主
客
未
分
の
笑
い
」
は
到
底
説
明
出
来
な
い
。

二
元
的
な
相
対
と
絶
対
を
超
越
し
た
超
絶
対
に



於

い
て
響
き
わ
た
る

「笑

い
」
こ
そ
が
、
「主
客
未
分
の
笑
い
」
で
あ
る
。

「笑
う
」
と
い
う
動
詞
も
他
動
詞
か
ら
自
動
詞

へ
と
転
換
し
、
自
動
詞
的

「笑
い
」
と
い
う
名
詞
的
表
象
も
昇
華
す
る
。

一
切

の
形
容

詞
を
受
け

つ
け
な

い
故
に
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

「見
性
」
と
い
う
語
が
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
主
客
未
分

の
世
界
の
消
息
を
示
し
て
い
る
。
「見
性
」
と

は
、

「仏
性
を
見
る
」

あ
ら
わ

あ
ら
わ

の
で
は
な
く
、

「仏
性
が
見
れ
る
」

の
で
あ
る
。

「見
性
成
仏
」
と
は
、
「性
を
見
て
仏
と
成
る
」

の
如
く
主
体
と
客
体

に
分
け
な

い
。
「見

れ
た
性

は
成

っ
た
仏
」
と
い
う
修
飾
並
列
関
係
な
の
だ
。

そ
の
よ
う
な
主
客
未
分
の
世
界
に
響
き
わ
た
る
禅
独
特
の

「笑

い
」
は
、
相
対
的
な
時
間
の
制
約
を
も
超
え
て
い
る
。
園
悟
は
言
う
。

千
古
万
古
、
清
風
凛
凛
地
な
り
。
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一
千
年
、

一
万
年
と

い
う
よ
う
な
相
対
的
な
時
間
の
制
約
を
超
え
て
な
お

「笑

い
」
が
響
き
わ
た

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
仰
山
と
三
聖

の

「笑

い
」
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
な
く

ユ
ニ
ゾ
ン
と
な

っ
て
響

い
て
い
る
。
故
に
得
道

の
人
な
ら
ば
、
何
時
で
も
と
も
に
笑
え
る
の
だ
。

「主

客
未
分

の
笑
い
」
は
、
相
対
的
な
空
間

の
制
約
も
超
え
る
。
そ
れ
を
示
す

の
が
、
『伝
灯
録
』
巻
十
四
に
見
え
る
薬
山
惟
撮

(七
四
五
i
八

二
八
)

の

「笑

い
」
で
あ
ろ
う
。

師
、

一
夜
登
山
経
行
す
。
忽
ち
雲
開
い
て
月
を
見
る
。
大
笑

一
聲
す
。
澄
陽
東
九
十
許
里
の
居
民
壼
く
謂
う
東
家
な
り
と
。
明
農
、

迭

に
相
推
問
し
て
直
に
薬
山
に
至
る
。
徒
衆
云
く
、
昨
夜
和
尚
山
頂
に
大
笑
す
。
李
鰯
再
び
詩
を
贈
り
て
曰
く
、
選
得
幽
居
枢
野
情
、

終
年
無
送
亦
無
迎
、
有
時
直
上
孤
峯
頂
、
月
下
披
雲
笑

一
聲
。

薬
山
は
、
煩
悩
の
迷

い
の
雲
が
晴
れ
て
真
如

の
悟
り
の
月
が
顔
を
出
し
た
の
を
見
て
笑

っ
た
。
そ
の

「笑
い
」
は
、
開
悟

の

「笑
い
」

　

と
も
、
或
は
そ
の
よ
う
な
悟
り
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る
月
を
笑
い
と
ば
す
向
上
の

「笑
い
」
と
も
解
釈
出
来
る
。
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だ
が

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
薬
山
の

「笑
い
」
が
、

対
的
な
時
空
間
の
制
約
を
超
え
て
響
き
わ
た
る

「笑
い
」

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

九
十
里
離
れ
た
近
隣

の
村
々
に
ま
で
響
き
わ
た

っ
た
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
相

と

い
う
点
に
於

い
て
、
仰
山
と
薬
山
の

「笑
い
」
は
、
同
じ
世
界
を
共
有
し
て

お
わ
り
に

ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
は
言
う
。

「動
物
の
中

で
笑
う
も
の
は
ヒ
ト
だ
け
で
あ
る
。」
同
じ
く
動
物

の
中
で
宗
教
を
信
じ
る
も

の
は
ヒ
ト
だ
け

で
あ
る
。
「笑
い
」
と
宗
教
は
、
人
間
の
深
い
部
分
で
重
な
り
あ

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

そ
れ

ぞ
れ
の
宗
教

の
中
で
の

「笑
い
」
の
評
価
を
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
坐
標
軸
に
比
較
し
て
い
け
ば
、
比
較
宗
教
学
的
な
研
究
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

限
ら

れ
た
例
な
が
ら
、
禅
の

「笑
い
」
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
禅
独
自
の

「笑
い
」
を

示
す
と
思
わ
れ
る
名

称
を
与
え
た
。
そ
れ
ら
は
、
「以
心
伝
心
の
笑

い
」
、
「向
上
の
笑
い
」
、
「作
為
の
笑

い
」
、
「慈
悲

の
笑
い
」
、
「主
客
未
分

の
笑
い
」
、
「原
初

の
笑

い
」
、
「悟
後

の
笑
い
」
等

で
あ

っ
た
。

い
ま
そ
れ
ら
を
更
に
大
別
し
て
、
禅
の

「笑
い
」

の
三
大

(体
ー
本
体
、
相
1
す
が
た
、
用
ー
は
た
ら
き
)
と
す

る
。

禅

の

「笑
い
」
の

「体
」
に
は
、
「原
初
の
笑
い
」
が
あ

て
は
ま
る
。
意
識
分
別
の
入
る
余
地
の
な

い
、
生
命

の
よ
ろ
こ
び
、
新
生
児
の

無
我
無
心
の

「笑
い
」
で
あ
る
。

「相

」
に
相
当
す
る
も
の
は
、

「主
客
未
分
の
笑
い
」、

「以
心
伝
心
の
笑
い
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
二
元
分

別
以
前
の
根
底
的
世

界

の

「笑
い
」
、
相
対
的
時
空
間
の
制
約
を
超
え

て
響
き
わ
た

っ
て
い
る

「笑
い
」
で
あ
る
。

「用
」
と
し
て
は
、
「向
上
の
笑

い
」
、
「作
為

の
笑
い
」
、
「慈
悲
の
笑

い
」、

「悟
後

の
笑
い
」
等
が
属
し
よ
う
。
絶
対
的
無

の
世
界
に
あ

っ

て
相
対
的
有
の
世
界
を
笑
い
、
ま
た
相
対
的
有

の
世
界
に
あ

っ
て
絶
対
的
無
の
世
界
を
笑
う
。
時
に
は
両
方
の
世
界
を
と
も
に
笑

い
、
そ
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し
て
両
方

の
世
界
の
根
源
の
世
界
を
も
笑
う
。

禅
の

「笑

い
」
は
多
様
で
あ
る
が
、
現
在
の
我

々
に
も

っ
と
も
必
要
な
禅
の

「笑

い
」
は
何
か
と
問
う
な
れ
ば
、
筆
者
は
迷
わ
ず

「向

上
の
笑

い
」
と
答
え
る
。

か

つ
て
、
久
松
真

一
は
、
「逢
仏
殺
仏
、
逢
祖
殺
祖
」
と
い
う

『臨
済
録
』

の
語
を
依
用
し
て
、

「殺
仏
殺
神
」
と
い
う
言
葉
を
現
代
社

会
に
向
け
て
提
起
し
た
。

筆
者
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を

「笑
仏
笑
神
」
と
し
て
問

い
直
し
て
み
た
い
。

「仏
を
笑
い
、
神
を
笑
う
」
そ
れ
こ
そ
が
、
特
に
現
代
に
必
要

な

「向
上
の
笑
い
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ま
や
我
々
は

「死
笑
」
に
参
ず
る
こ
と
な
く
、
「活
笑
」
に
参
じ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
禅

の

「笑

い
」
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
、
様
々
な
問
題
を
課
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

注

①
↓
げ
Φ
幻
巳
Φ
o
粘
ω
巴
三

Ud
o口
Φ臼
o江
o
H
罎
8

9ω富
鉱
Φ
ω
(国
9=
昌
㈲
＼〆σ
び
Φく
}H㊤
①㊤)
十
三
頁
お
よ
び
二
十

一
頁
参
照
。

②
宮
田
光
雄
著

『
キ
リ
ス
ト
教
と
笑
い
』
(岩
波
新
書
、

一
九
九
二
年
)
参
照
。

③

『五
灯
会
元
』
(廣
文
書
局
、
民
国
六
十
年
版
、
圏
点
筆
者
)

0

0

0

0

1
⊥

、

5432

世
尊
在
霊
山
會
上
、
拮
花
示
衆
。
是
時
衆
皆
黙
然
、
唯
迦
葉
尊
者
破
顔
微
笑
。
(巻

一

繹
迦
牟
尼
佛
章
)

　

　

　

　

同
事
蹄

寮

日
、

和
尚
道

汝
會

也

、
教

我
自

問
汝

。
師

乃

呵
呵
大

笑
。

(巻

三
、

百
丈

懐
海

章
)

　

　

師

日
、

一
隊
漢
向

這
裏

覚
甚

歴

。
以
棒

趣

出
。

大
笑
蹄

方

丈
。

(巻

三
、
蹄

宗
智

常
章

)

　

　

む

　

趙

州
問

、
般

若

以
何
爲

艦
。
師

日
、
般

若

以
何
爲

膣

。
州

大
笑

而
出

。
明

日
、
州
掃

地
次

、
師

日
、
般
若

以
何

爲
膿

。
州
置

帯
、
柑
掌

大
笑

。

四
、
大

慈
簑

中
章

)

　

　

千
把

定

其
僧

日
、

是
祢

慈
慶

累
我

亦
然

。
便

打

一
掴
。

用

大
笑

日
、
朗

月
與

青

天
。

(巻

四
、
東

山
慧

章
)

(巻
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2524232221 2019181716 1514131211109 876

む

　

僧

近
前

、
却

退

後
。

師

日
、

父
母
倶

喪
、

略
不

惨
顔

。
僧

呵

呵
大
笑

。

(巻

五

、
孝
義

性

空
章
)
　

　

師

日
、
還

逢
見

魚
竈
慶

。

日
、
往

往

遇
之

。
師

日
、

遇
時

作
塵

生
。

紹

日
、
咄

、
縮

頭
去

。
師

大
笑

。

(巻

五

、
白
雲

約
章

)

む

　

　

　

龍
牙
問
、
學
人
杖
鎮
鉢
劔
擬
取
師
頭
時
如
何
。
師
引
頸
近
前
日
、
因
。
牙
日
、
頭
落
也
。
師
呵
呵
大
笑

(巻
七

徳
山
宣
豊
章
)

　

む

師
至
僧
堂
前
、
拘
掌
大
笑
日
、
且
喜
堂
頭
老
漢
會
末
後
句
、
他
後
天
下
人
不
奈
伊
何
、
錐
然
也
祇
得
三
年
活

(巻
七
、
巖
頭
全
畿
章
)

　

　

む

む

師

日
、
黄

巣
過

後
、

還
収

得
劔

廣
。

日
、

収
得

。
師

引

頸
近
前

日
、
圃
。

日
、
師

頭
落
也

。
師

呵

呵
大

笑

(巻

七

、
巖

頭
全
叢

章
)

　

む

　

　

師
呵
呵
大
笑
日
、
陳
老
師
自
入
福
建
道
洪
塘
橋
下

一
寒
、
未
曾
見
有
箇
毛
頭
星
現
。
(巻
七
、
羅
山
道
閑
章
)

　

　

師

日
、
満

肚
是

輝

。

日
、
和
尚

是
甚

塵

心
行
。

師

大
笑

而

已
。

(巻

七
、

香
鄭

従
範

章
)

　

　

師

問
峯

日
、

従
上

諸
聖
傳

受

一
路

、
請

師
垂

示
。
峯

良

久
、

師
設
禮

而
退
。
峯

乃
微
笑

。

(巻

七
、

長
慶

慧
稜

章
)

　

　

師

日
、

早
朝
粥

、
齋

時
飯

。

日
、

更
請

和
尚
道

。

師

日
、
老

僧
困

。

日
、
畢

寛
作
塵

生

。
師

大
笑

而

已
。

(巻

七

、
龍
興

宗
靖

章
)

　

　

　

む

　

む

仰
擬
再
畢
、
被
庵
主
踏
倒
。
仰
蹄
塁
似
師
。
師
呵
呵
大
笑
。
師
在
法
堂
坐
、
庫
頭
撃
木
魚
、
火
頭
郷
却
火
抄
、
掃
掌
大
笑
。
(巻
九
、
潟
山
露
祐

章
)

む

　

む

む

師

日
、

子

又
作
慶

生
。

仰
亦

珍
重

出
去

。
師

呵

呵
大
笑

日
、

如
水

乳
合

。

(巻

九

、
潟

山
盤
祐

章
)

　

師

日
、

大
丈

夫
何

必
相

試
。

塔

鞭
切

丑
忍
、

然

而
笑
、

遂

乃
印

可
。

(巻

九

、
清

化
全
愈

章

)

　

む

師

日
、

不
是

河
南

、
便

隔
河

北
。
漿

便

打
。

師
約

住
與

一
掌

、
奨

大
笑

。

(巻

十

一
、

臨
濟

義
玄
章

)

む

　

山

間
、

汝
名

甚
麿

。
師

日
、

慧
寂

。
山

日
、

慧
寂

是
我

名
。

師

日
、
我

名
慧

然
。

山

大
笑

而
已
。

(巻

十

一
、

三
聖
慧

然
章

)

　

　

又
到
徳

山

、
縷
展

坐
具

。
山

日
、
莫

展
炊

巾
、

這
裏

無
残

葵
饅

飯
。

師

日
、
縦
有

也

無
著
庭

。

山
便
打

。
師

接
住

棒
、

推
向

暉
躰

上
。

山
大

笑
。

(巻
十

一
、

三
聖

慧
然

章
)

　

　

僧
問
、
和
尚
這
裏
忽
遇
大
轟
、
作
塵
生
。
師
便
作
大
轟
吼
。
僧
作
怖
勢
。
師
大
笑
。
(巻
十

一
、
桐
峯
庵
主
章
)

む

　

　

　

師

良
久

、
僧

日
、

死
却

這
老

漢
。

師
便

打
。

僧
無

語

。
師

呵
呵

大
笑

。

(巻

十

一
、
桐

峯
庵

主
章

)

　

　

師

日
、

誰
。

僧
便

喝
。

師
便

打
。

僧
出

外

回
首

日
、

且
待
、

且
待

。
師

大
笑

。

(巻
十

一
、

桐
峯

庵
主

章
)

　

師

日
、

山
僧

招
得

。
僧

佛
袖

出
去

。
師

笑

日
早
知

如
是

、
悔

不
如

是
。

(巻

十

一
、
竹

園
山

章
)

　

傾

愛
之

、
遂

拝
脆

、
請

日
、

神
鼎

乃
我
家

植
福

之

地
、

久
乏

宗
匠

、

願
師
倶

往
、

如
何

。
師

笑

而
諾
之

。

(巻

十

一
、

神
鼎

洪
謹

章
)
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年
射

膝

日
、
這

裏
是

甚
麿

所
在

。
師

拍
掌

日

、
也

不
得
放

過
。

年

大
笑
。

(巻

十

二
、

石
霜
楚

圓
章

)

　

　

師

日
、
内
翰

疑

則
別

参
。

年

日
、

三
脚
蝦

膜
跳

上

天
。
師

日
、

一
任

膵
跳

。
年

乃
大

笑

。

(巻

十

二
、

石
霜
楚

圓
章

)

　

　

師

日
、
甚
麿

虞
得

此

消
息

。
公
便

喝

。
師

日

野
干
鳴

。
公

又
喝

。
師

日
、

恰
是

。
公

大
笑

。

(巻

十

二
、

石
霜

楚
圓

章
)

む

其
下
注
日
、
若
人
識
得
、
不
離
四
威
儀
中
。
首
座
見
日
、
和
尚
今
日
放
参
。
師
聞
而
笑
之
。
(巻
十
二
、
石
霜
楚
圓
章
)

　

む

師
接
住
、
推
明
置
輝
林
上
、
明
却
作
虎
聲
。
師
大
笑
日
、
我
見
七
十
絵
員
善
知
識
、
今
日
始
遇
作
家
。
(巻
十
二
、
芭
蕉
谷
泉
章
)

　

相
別
而
今
又
半
年
、
不
知
誰
共
樹
談
輝
、

一
般
秀
色
湘
山
裏
、
汝
自
匡
徒
我
自
眠
。
明
覧
笑
而
已
。
(巻
十
二
、
芭
蕉
谷
泉
章
)

　

む

僧

日
、

自
古

無
生

曲
、

須
是

遇
知

音
。

師

日
、
波

斯

入
唐
土

。
僧

大
笑

躁
衆

。

(巻
十

二
、

洞
山

子

圓
章
)

む

何

故
、

是
法

平
等

、
無
有

高

下
、

是
名

阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩

堤
。

良
久

、
笑

日
、

向

下
丈

長
。

(巻
十

二
、

瑞
巖

智
才

章
)

　

む

潟
失
笑
日
、
我
将
謂
這
媛
子
有
長
塵
、
元
來
祇
在
這
裏
。
此
子
向
去
、
若
有
箇
住
庭
、
(巻
十
三
、
疎
山
匡
仁
章
)

む

む

　

む

師
日
、
忽
遇
樹
倒
藤
枯
、
句
蹄
何
庭
。
潟
放
下
泥
葉
、
呵
呵
大
笑
。
(巻
十
三
、
疎
山
匡
仁
章
)

　

　

む

　

師
日
、
和
尚
且
瞳
睡
。
佛
袖
便
行
。
頭
呵
呵
大
笑
日
、
三
十
年
弄
馬
騎
、
今
日
被
騙
撲
。
(巻
十
三
、
疏
山
匡
仁
章
)

む

　

　

　

雲
門
出
間
、
庵
内
人
爲
甚
麿
不
知
庵
外
事
。
師
呵
呵
大
笑
。
(巻
十
三
、
越
州
乾
峰
章
)

む

王
公

泣

日
、
師

忍
棄

弟

子
乎
。

師
笑

日
、

借
千

年
亦

一
別

耳
。

(巻

十

三
、
重

雲
智

暉
章

)

　

　

初
遊
方
、
問
雪
峯
、
如
何
是
雪
峯
的
的
意
。
峯
以
杖
子
敲
師
頭
。
師
磨
諾
。
峯
大
笑
。
(巻
十
四
、
上
藍
慶
章
)

む

通
日
、

上
座

曾

見
甚
塵

人
來

。
師

日
、
浮

山
。

通

日
、
怪
得

急
歴

頑

頼
。
遂

握

手
相

笑
。

蹄
方

丈
。

(巻

十

四
、
投

子
義

青
章

)

む

　

僧
問
、
三
世
諸
佛
向
火
焔
裏
轄
大
法
輪
、
還
端
的
也
無
。
師
大
笑
日
、
我
却
疑
着
。
(巻
十
四
、
長
藍
清
了
章
)

　

　

自

到

天
衣
、

蚤
夜

精
勤

、
脇

不

至
席
。

一
日
、
偶

失
笑

喧
衆

、
衣

按

之
。

(巻

十

四
、

吉
祥

元
實

章
)

　

師

日
、

老
鼠
窟

。

正

日
、
放

猫
見

入
好

。
師

日
、

試
放

看
。

正
無

封
。

師
鮒

掌
笑

。

(巻

十

五
、

舜
峰

義
紹

章
)

　

　

む

　

師
跳

下

輝
林
、
欄

胸
檎

住
、
叫

日
、
賊

、
賊
。
那
將

帽

子
覆
師

頂

日
、
天
寒

且

還
和
尚

。
師

呵
呵
大

笑

、
那
便
出

去

。

(巻

十

五
、
北
輝

智
賢

章
)

　

師
笑

日
、

吾
年

八
十

一
、

老

死
鼻

屍
出

。
見
郎

齊
著

力

、

一
年

三
百
六

十

日
。
言

畢

而
逝
。

(巻
十

五

、

玉
泉

承

皓
章

)

　

む

　

む

上
堂
、
是
甚
麿
物
、
得
急
頑
頑
器
罵
晒
晒
睨
睨
。
射
掌
呵
呵
大
笑
日
、
今
朝
巴
鼻
、
直
是
黄
面
程
曇
通
身
是
口
、
也
分
疏
不
下
、
久
立
。
(巻
十

六
、
棲
賢
智
遷
章
)
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む

　

上

堂
、

昨
夜

四
更
起

來

、

呵
呵
大

笑

不
歌

。
幸

然

好

一
畳
睡

、
霜

鐘
撞

作
両
薇

。

(巻

十
六
中

際

可
遷
章

)

　

む

黙
坐
公
堂
虚
隠
几
、
心
源
不
動
湛
如
水
、

一
聲
露
露
頂
門
開
、
喚
起
従
前
自
家
底
。
慧
開
笑
日
、
趙
悦
道
撞
彩
耳
。
(巻
十
六
、
清
献
趙
柞
居
士

章
)

　

　

僧

日
、
此
是

香
嚴

底
、

和
尚

又
作

麿

生
。
師

便

喝
、
僧

大
笑

。
師

叱

日
、

這
野

狐
精
。

(巻

十
六

、
雲
峰

大
智

章
)

む

　

　

　

　

む

僧

問

、
如

何

是
佛

。
師
呵

呵
大

笑
。
僧

日
、
何

晒
之
有

。
師

日
、
笑

侮
随

語
生
解

。

日
、
偶
然

失
利

。
師
喝

日
、

不
得
禮

拝
。
僧

便
蹄

衆
。
師

復

む笑

日
、
随

語
生

解
。

(巻
十

七
、

寳
峰

克
文

章
)

　

　

む

　

良
久
日
、
無
債
夜
光
人
不
識
、
識
得
又
堪
作
甚
麿
、
凡
夫
虚
度
幾
千
春
。
乃
呵
呵
大
笑
日
、
争
如
猫
坐
明
惚
下
、
花
落
花
開
自
有
時
。
(巻
十
七
、

興
國
契
輝
章
)

　

　

　

　

　

　

　

む

寒
山
推
掌
欣
欣
、
拾
得
呵
呵
大
笑
。
大
衆
、
二
古
聖
笑
箇
甚
塵
。
良
久
、
呵
呵
大
笑
日
、
曇
花

一
朶
再
逢
春
。
(巻
十
七
、
棲
真
徳
嵩
章
)

　

忽
語
邑
人
日
、
吾
明
日
行
脚
去
、
汝
等
可
來
相
送
。
於
是
奏
路
者
畢
集
、
師
笑
不
已
。
(巻
十
八
、
永
豊
慧
日
章
)

　

む

師
便

喝

。

元
日
、

這
座
主

、
今

日
見
老
僧

氣
衝

牛
斗

。

師

日
、

再

犯
不
容

。

元
柑
掌

大
笑

。

(巻

十

八
、
尊

勝

有

朋
章

)
む

壬
戌

歳

、
持

至
、

見
其

尚
存

、
作

偶
嘲

之

日
、
咄

哉
老

性
空

、
剛

要
籐

魚
竈

、
去

不
索
性

去

、
祇
管

向

人
説
。

師
閲

偶
笑

日
、

待

兄
來

讃

明
耳

。

(巻

十

八
、

性
空

妙
普
章

)

む

師
乃
援
馬
祖
百
丈
機
語
、
及
華
厳
宗
旨
爲
表
。
源
笑
日
、
馬
祖
百
丈
固
錯
　
、
而
華
嚴
宗
旨
與
箇
事
喜
没
交
渉
。
(巻
十
八
、
法
輪
磨
瑞
章
)

む

　

一
日
、
忽
呼
師
至
丈
室
日
、
我
有
古
人
公
案
要
與
称
商
量
。
師
擬
進
語
、
潭
遂
喝
。
師
諮
然
領
悟
乃
大
笑
。
潭
下
縄
林
、
執
師
手
日
、
汝
會
佛
法

邪
。
師
便
喝

復
拓
開

津
知
等

(巻
十
八
、
天
童
普
交
禅
師
章
)

　

　

悦
爲
人
短
小
、
公
曾
見
聾
徳
荘
説
其
聰
明
可
人
、
乃
日
、
聞
公
善
文
章
。
悦
大
笑
日
、
運
便
失
却

一
隻
眼
了
也
。
(巻
十
八
、
張
英
商
居
士
章
)

　

　

悦

日
、
既

於
此

有
疑

、
其

絵
安

得

無
邪

。
祇

如
巖

頭

言
末

後
句

、
是

有
邪

是
無

邪

。
公

日
、

有
。

悦

大
笑
、

便

蹄
方

丈
、

閉
却

門

。

(巻

十

八
、

張

商
英

居

士
章
)

　

　

畳

一
日
問
師
、
高
高
峰
頂
立
、
深
深
海
底
行
。
汝
作
麿
生
會
。
師
於
言
下
頓
悟
日
、
釘
殺
脚
銀
也
。
畳
拮
起
彿
子
日
、
這
箇
又
作
麿
生
。
師

一
笑

而
出
。
(巻
十
八
、
信
相
宗
顯
禅
師
章
)

　

時
圓
悟
爲
侍
者
、
師
以
白
雲
關
意
拍
之
。
悟
日
、
祢
但
直
下
會
取
。
師
笑
日
、
我
不
是
不
會
、
祇
是
未
譜
、
待
見
這
老
漢
、
土
ハ伊
理
會

一
上
。
(巻
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十
八
、
信
相
宗
顯
禅
師
章
)

　

　

公
笑

日
、
却

了
不
得

也

。
通

日
、
即

現

宰
官
身

而
爲

説

法
。
公

日
、
人

人
有

分
。
通

日
、
爲

底
是
字

、

那
箇

是

経
。

公
笑

日
、
却

了
不
得

也

。
通

　

　

日
、
即

現
宰
官

身

而
爲
説

法
。

公

日
、
人
人
有

分
。

通
日
、
莫
諺

経

好
。

公

日
、
如

何
即

是
。
通

塁
経

示
之

。
公
埼

掌
大

笑

日
、
嗅
。

(巻

十

八
、

彰

汝

森
居
士

章
)

　

師
諦
日
、
我
有
明
珠

一
穎
、
久
被
塵
勢
關
鎖
。
今
朝
塵
壼
光
生
、
照
破
山
河
萬
朶
。
岐
笑
而
趨
起
。
(巻
十
九
、
白
雲
守
端
章
)

　

　

走

見
白

雲
、
雲
爲

手
舞

足
躇

、
師
亦

一
笑
而

已
。
師

後

日
、
吾

因
菰

出

一
身

白

汗
、
便

明
得

下
載

清

風
。
雲

一
日
示
衆

日
、
古

人
道
、
如
鏡

鋳
像

、

　

像
成
後
鏡
在
甚
麿
庭
、
衆
下
語
不
契
、
學
以
問
師
、
師
近
前
間
訊
日
、
也
不
較
多
。
雲
笑
日
、
須
是
道
者
始
得
。
(巻
十
九
、
五
祖
法
演
章
)

　

　

む

　

師

日
、

我
本

不
去

、
被

祢
賑

累
我

、
遭

這

老
漢

詣
罵

、
悟

呵
呵

大
笑

日
、

像
記
得

前

日

下
底
語
麿

。

(巻
十

九

、
太

平
慧
葱

章

)
　

　

　

　

師

日
、
無

人
奪

侮
盤

茶

袋
、
叫

作
甚

麿

。
鑑

日
、
佛

果
若

不
爲

祢
説

、
我
爲

称

説
。

師

日
、
和
尚

疑
時

、

退
院

別
参
去

。
鑑

呵

呵
大

笑
。

(巻

十

九

華

藏
安

民
章

)

　

慧
以
塁
道
者
見
娘
邪
井
玄
沙
未
徹
語
詰
之
。
師
樹
巳
、
慧
笑
日
、
錐
進
得

一
歩
、
祇
是
不
著
所
在

(巻
二
十

教
忠
彌
光
章
)

　

　

慧

日
、

公
祇

知
有

格
物

、

而
不
知

有
物

格
。

公
荘

然
、

慧
大

笑
。

(巻

二
十

、
張

九
成

章
)

　

問

日
、
空

手
把

鉦

頭
、
歩

行
騎

水
牛

、

人
従
橋

上

過
、
橋

流
水

不
流

、
意
作

麿

生
。

師
鞠
躬

日
、
所
供

並
是

詣
實

。

眼
笑

日
、

元
來
是

屋
裏

人

。

(
巻

二
十
、

霧
巖
仲

安

章
)

　

堂

日
、
相

公

去
便

了
、

理
會
甚

坐
與

臥

耶
。

公
笑

日
、

法

兄
當
爲

祖
道

自
愛

。
遂

敏

目
而
逝

。

(巻

二
十
、

銭
端

禮
章

)

　

　

師
竪
挙
。
悟
日
、
此
是
老
僧
用
底
、
作
慶
生
是
従
上
諸
聖
用
底
。
師
以
挙
揮
之
、
悟
亦
畢
挙
相
交
、
大
笑
而
止
。
(巻
二
十
、
径
山
寳
印
章
)

④

河
盛
好

蔵
著

『
エ
ス
プ

リ

と

ユ
ー

モ
ア
』

(岩
波

新
書

、

一
九

六
九
年

)

四
十

二
頁
-

四
十
九

頁
参

照
。

⑤
梅

原

猛
著

『
笑

い

の
構

造

』

(『
梅

原

猛
著
作

集
』

1
、

(集

英
社

、

一
九

八

三
年

)
参

照
。

⑥

d
津

α
o
耳
o
住
①
冒

o
鎚

ほ

菖
ぴ
①
8
一ロ

中

沢
新

一
著

『
森

の
バ

ロ
ッ
ク
』

(
せ
り

か
書
房

、

一
九

九

三
年

)

⑦

岩

波
書

店
刊

『
ア
リ

ス
ト

テ

レ

ス
全
集

』

8

(
一
九

六
九
年

版
)

三
五

四
頁
参

照
。

参

照

。


